様式２
学校名（丹波市立神楽小学校）

	実施日：６月23日(３校時)

	領　域：生活科

	取組名：ミニトマトを育てよう

	対　象：１年生
	実施場所：教室

	ア　ねらい

収穫の約束やきまりをみんなで話し合い、互いが気持ちよく過ごす態度を育てる。

	イ　指導内容（指導略案）や取組の概要

　　１　出来事の確認をする。

　　２　本時のめあてを確認する。「先生のトマトを食べていいのかな」

　　３　自分の考えを発表する。

　　４　ロールプレイをする。

　　５　トマトを食べるときのルールを作る。

	ウ　連携先：児童養護施設（施設指導員等）

　　　　　　１年生保護者　

	エ　連携にむけての取組
　　実施後、児童の発表や振り返りをもとに、児童がどのように内容を捉え、何を考えたかについて、１年生保護者や施設指導員へ学年通信や個別懇談で伝える。

	オ　組織的な取組とその点検・評価を行ううえでの工夫点

　・　１年生担任、特別支援学級担任、特別支援教育支援員、推進教員と連携を図り、学習の振り返りや学校生活の中から、児童がどのように内容を捉え、学校生活にも活かそうと考えているかを把握する。
・　教師が授業や休み時間など、学習内容を意識した声かけやクラス全員で振り返ることを定期的に実施し、児童同士の人間関係や関わり方の変化を見つけて児童に伝えていくことで評価をする。

　・　１年生保護者や指導員にも内容を学年通信で伝え、励ましながら関わってもらえるようにお願いをする。

	カ　評価の方法

　　・話し合い活動　・定期的な振り返り　・日々の友だちとの関わり方

	キ　成果

　・　これまで様々な場面で素直に謝ることができなかった児童が、みんなで考えたルールを守れなかった自分の非を認め、謝ることができた。
· 今回の実践を通して、一人ひとりの価値観の違いについて保護者に伝える機会となった。

	ク　課題

　・　ルールを作っていくのが目的ではなく、物事の善悪を自分で考えて判断し、行動できる児童を増やしていく必要がある。
　・　トマトの収穫場面だけでなく学校生活の様々な場面で、お互いの思いを尊重して行動できるように繰り返し指導していく。


